【４　施設設備（保育所型）】

保育所型認定こども園の場合

	区　　分
	基　　準
	特　　例
	申請の内容
	適否

	建物等の位置
	教育及び保育の用に供される建物等は同一の敷地内又は隣接する敷地内にあること。
	特例なし。


	【建物等の位置】

　該当するものを○で囲むこと。

同一敷地内に設置　・　隣接する敷地内に設置


	

	園舎の面積
	学級数に応じた次の面積以上であること。（ただし、満３歳未満の子どもの保育を行う場合、満２歳以上満３歳未満の子どもの保育の用に供する保育室、遊戯室その他の施設設備の面積及び満２歳未満の子どもの保育の用に供する乳児室、ほふく室その他の施設設備の面積を除く。）

①１学級の場合

180㎡

②２学級以上の場合

320㎡＋（学級数－２）×100㎡
	法第４条第１項の申請の際保育所である施設が認定を受ける場合に限り、次の基準を満たしていれば左欄の学級数に応じた面積以上でなくともよいこと。

①　満２歳以上の子どもの保育を行う場合、保育室又は遊戯室の面積が、満２歳以上の子どもの数に1.98㎡を乗じて得た面積以上であること。

②　満２歳未満の子どもの保育を行う場合、乳児室又はほふく室を設け、乳児室の面積は満２歳に満たない子ども（ほふくする子どもを除く）の数に1.65㎡を乗じて得た面積以上、ほふく室の面積は満２歳に満たない子ども（ほふくする子どもに限る）の数に3.3㎡を乗じて得た面積以上であること。
	【園舎の面積の特例の適用】

該当するものを○で囲むこと。
　　　適用しない　　・　　適用する

１　特例を適用しない場合
【基準】

　①　学級数が１の場合　180㎡
②　学級数が２以上の場合

320㎡+（　　　学級－２）×100㎡＝ 　　㎡

　①又は②のうち該当する面積　Ａ　　　　　㎡
【申請】

延床面積 　　　㎡－除外面積Ｂ　　　　㎡＝Ｃ　　　　　㎡
○除外面積　Ｂ　　　㎡

　乳児室・ほふく室　　　㎡

　２歳児保育室　　　　㎡

　調理室　　　㎡・食品庫　　　㎡

　トイレ・手洗い　　　　㎡

　　その他満３歳未満の保育の用に供する施設設備　　　㎡
　　※３歳以上児との共用部分は除く
【審査】

　Ａ≦Ｃであれば基準を満たしている。
　基準 Ａ　　　㎡ ≦ 申請 Ｃ　　　　㎡
２　特例を適用する場合
【基準面積及び申請面積】

すべての保育室、遊戯室において、（申請）≧（基準）となること。申請面積は、有効面積とすること。

設置する保育室等に応じ、適宜、行を削除・追加すること。
(1)　保育室の審査（満２歳以上）

（申請）保育室①（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）

（基準）保育室①定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室②（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室②定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室③（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室③定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室④（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室④定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑤（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）

（基準）保育室⑤定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑥（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室⑥定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑦（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室⑦定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑧（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室⑧定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑨（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室⑨定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑩（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室⑩定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
【保育室の審査】

①　各室の面積はすべて「（申請）≧（基準）」となっているか。　　是 ・ 非
②　申請面積合計≧基準面積合計となっているか。

　　　　　　　是 ・ 非
　　　申請面積合計　　　㎡
　　　基準面積合計　　　㎡
　(2)　遊戯室（保育室が基準を満たしている場合は、遊戯室の基準の算定は不要であること。）

（申請）遊戯室①（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）

（基準）遊戯室①定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）遊戯室②（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）遊戯室②定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
【遊戯室の審査】

①　各室の面積はすべて「（申請）≧（基準）」となっているか。　　是 ・ 非
②　申請面積合計≧基準面積合計となっているか。

　　　　是 ・ 非
　　　　申請面積合計　　　㎡
　　　　基準面積合計　　　㎡
	

	設けなければならない施設
	保育室又は遊戯室、屋外遊戯場及び調理室を設けなければならないこと。

また、満２歳未満の子どもの保育を行う場合は、上記の施設に加え、乳児室又はほふく室を設けなければならないこと。
	【調理室を備えないことができる特例①】

当該認定こども園の子どもに対する食事の提供について、当該認定こども園内で調理する方法により行う子どもの数が20人に満たない場合においては、当該食事の提供を行う認定こども園は、調理室を備えないことができる。

この場合において、当該認定こども園においては、当該食事の提供について当該方法により行うために必要な調理設備を備えなければならない。

【調理室を備えないことができる特例②】
満３歳以上の子どもの食事の提供について、次の要件を満たす場合は外部搬入が可能であり、その場合は調理室を設けなくともよいこと。
ただし、この場合においても加熱による調理、保存等のための設備を備えなければならないこと。（※２）

①　子どもに対する食事の提供の責任が当該認定こども園にあり、その管理者が衛生面や栄養面等業務上必要な注意を果たし得るような体制及び調理業務を受託する者との契約内容が確保されていること。

②　当該認定こども園又は他の施設、保健所、市町村等に配置されている栄養士により、献立等について栄養の観点からの指導が受けられる体制にある等、栄養士による必要な配慮が行われること。

③　受託業者については、認定こども園における給食の趣旨を十分に認識し、衛生面、栄養面等、調理業務を適切に遂行できる能力を有する者とすること。

④　子どもの年齢及び発達の段階並びに健康状態に応じた食事の提供や、アレルギー、アトピー等への配慮、必要な栄養素量の給与など、子どもの食事の内容、回数及び時機に適切に応じることができること。

⑤　食を通じた子どもの健全育成を図る観点から、子どもの発育及び発達の過程に応じて食に関し配慮すべき事項を定めた食育に関する計画に基づき食事を提供するよう努めること。
	【設備の有無の確認】

該当するもの（「有」又は「無」）を○で囲むこと。

「　　室」には、当該設備の数を記入すること。

保育室　　　　　　　　　有（　　室）　・　無
遊戯室　　　　　　　　　有（　　室）　・　無　

屋外遊戯場　　　　　　　有　　　　　　・　無　

調理室　　　　　　　　　有（　　室）　・　無
乳児室　　　　　　　　　有（　　室）　・　無　

ほふく室　　　　　　　　有（　　室）　・　無　

乳児室兼ほふく室　　　　有（　　室）　・　無

　【調理室を備えないことができる特例①】を適用する場合

　　　調理設備の有無　　有　・　無

　　（調整設備の内容）

　【調理室を備えないことができる特例②】を適用する場合

　　　加熱、保存等の調理機能を有する設備の有無

　　　　　　　　　　　　有　・　無
　　（加熱、保存等の調理機能を有する設備の内容）


	

	保育室又は遊戯室の面積
	満２歳以上の子どもの数に1.98㎡を乗じて得た面積以上であること。


	　特例なし
	【基準面積及び申請面積】

すべての保育室、遊戯室において、（申請）≧（基準）となること。申請面積は、有効面積とすること。

設置する保育室等に応じ、適宜、行を削除・追加すること。
(1)　保育室の審査

（申請）保育室①（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）

（基準）保育室①定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室②（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室②定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室③（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室③定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室④（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室④定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑤（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）

（基準）保育室⑤定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑥（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室⑥定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑦（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室⑦定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑧（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室⑧定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑨（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室⑨定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）保育室⑩（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）保育室⑩定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
【保育室の審査】

①　各室の面積はすべて「（申請）≧（基準）」となっているか。　　是 ・ 非
②　申請面積合計≧基準面積合計となっているか。

　　　　　　　是 ・ 非
　　　申請面積合計　　　㎡
　　　基準面積合計　　　㎡
　(2)　遊戯室（保育室が基準を満たしている場合は、遊戯室の基準の算定は不要であること。）

（申請）遊戯室①（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）

（基準）遊戯室①定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
（申請）遊戯室②（　　歳児）　　　㎡ （有効面積）
（基準）遊戯室②定員　　名×1.98㎡＝　　　㎡
【遊戯室の審査】

①　各室の面積はすべて「（申請）≧（基準）」となっているか。　　是 ・ 非
②　申請面積合計≧基準面積合計となっているか。

　　　　是 ・ 非
　　　　申請面積合計　　　㎡
　　　　基準面積合計　　　㎡

	

	乳児室及びほふく室の面積
	乳児室は、満２歳未満の子ども（ほふくする子どもを除く）の数に1.65㎡を乗じて得た面積以上であること。

ほふく室は、満２歳未満の子ども（ほふくする子どもに限る）の数に3.3㎡を乗じて得た面積以上であること。
	特例なし
	【基準面積及び申請面積】

すべての乳児室、ほふく室において、（申請）≧（基準）となること。

　申請面積は、有効面積とすること。

設置する乳児室数等に応じ、適宜、行を削除・追加すること。
１　乳児室

基準の定員は、満２歳未満の子どものうち、ほふくしないものの数であること。

（申請）乳児室①　　　㎡ （有効面積）
（基準）乳児室①定員　　名×1.65㎡＝　　　㎡
（申請）乳児室②　　　㎡ （有効面積）
（基準）乳児室②定員　　名×1.65㎡＝　　　㎡
（申請）乳児室③　　　㎡ （有効面積）
（基準）乳児室③定員　　名×1.65㎡＝　　　㎡
　

【乳児室の審査】

①　各室の面積はすべて「（申請）≧（基準）」となっているか。　　是 ・ 非
②　申請面積合計≧基準面積合計となっているか。
　　是 ・ 非
　　申請面積合計　　　㎡
　　基準面積合計　　　㎡
２　ほふく室

基準の定員は、満２歳未満の子どものうち、ほふくするものの数であること。
（申請）ほふく室①　　　㎡ （有効面積）
（基準）ほふく室①定員　　名×3.3㎡＝　　　㎡
（申請）ほふく室②　　　㎡ （有効面積）
（基準）ほふく室②定員　　名×3.3㎡＝　　　㎡
（申請）ほふく室③　　　㎡ （有効面積）
（基準）ほふく室③定員　　名×3.3㎡＝　　　㎡
【ほふく室の審査】

①　各室の面積はすべて「（申請）≧（基準）」となっているか。
　　是 ・ 非
②　申請面積合計≧基準面積合計となっているか。
　　是 ・ 非
　　申請面積合計　　　㎡
　　基準面積合計　　　㎡

	

	屋外遊戯場の位置
	建物等と同一の敷地内又は隣接する位置にあること。
	次の基準を満たす場合は、当該認定こども園の付近にある適当な場所を屋外遊戯場に代えることができること。

①　子どもが安全に利用することができる場所であること。

②　利用時間を日常的に確保することができる場所であること。

③　子どもに対する教育及び保育の適切な提供が可能な場所であること。

④　当該場所の面積が次の面積以上であること。

　ア　２学級以下の場合

　　　330㎡＋（学級数－１）

　　　×30㎡

　イ　３学級以上の場合

　　　400㎡＋（学級数－３）

　　　×80㎡
	【屋外遊戯場の位置】

該当するものを○で囲むこと。
同一敷地内 ・ 隣接位置 ・ 同一敷地及び隣接位置以外（特例）
【屋外遊戯場の位置の特例を適用する場合】

【基準】

①　子どもが安全に利用することができる場所であること。

②　利用時間を日常的に確保することができる場所であること。

③　子どもに対する教育及び保育の適切な提供が可能な場所であること。

④　当該場所の面積が次の面積以上であること。

【申請】（基準に対する措置を具体的に記載すること。）
　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　④

【基準】
学級数　　　　学級

　 学級数が２以下の場合

　  330㎡＋（学級数　　－1）×30㎡＝Ａ　　　㎡
　 学級数が３以上の場合

　  400㎡＋（学級数　　－3）×80㎡＝Ａ　　　㎡
【申請面積】

　Ｂ　　　　　㎡
【審査】

Ｂ≧Ａであれば、基準を満たしている。

　　Ｂ　　　　㎡≧Ａ　　　　㎡

	

	屋外遊戯場の面積
	次のいずれの基準も満たすこと。

①　満２歳以上の子どもの数に3.3㎡を乗じて得た面積以上であること。

②　次の表の左欄に掲げる学級数の区分に応じ、同表の右欄に掲げる式により算出した面積に、満２歳以上満３歳未満の子どもについて①の規定により算出した面積を加えた面積以上であること。

学級数

面積（㎡）

２学級以下

330＋30×（学級数－1）

３学級以上

400＋80×（学級数－3）


	法第４条第１項の申請の際保育所である施設が認定を受ける場合に限り、左欄の①の面積基準だけを満たしていればよいこと。


	【屋外遊戯場の面積の特例の適用】

該当するものを○で囲むこと。
　　　適用しない　　・　　適用する
【基準面積】

①　満２歳以上の子どもの数による算定

　　満２歳以上の子どもの数　　　名×3.3㎡＝Ａ　　　㎡
②　学級数等による算定

　ア　学級数による算定

学級数　　　　学級

　　 　学級数が２以下の場合

　　  　330㎡＋（学級数　　－1）×30㎡＝Ｂ　　　㎡
　　 　学級数が３以上の場合

　　  　400㎡＋（学級数　　－3）×80㎡＝Ｂ　　　㎡
　イ　満２歳以上満３歳未満の子どもの数による算定
満２歳以上満３歳未満の子どもの数　　　名×3.3㎡
＝Ｃ　　　㎡
　　Ｂ＋Ｃ＝Ｄ　　　㎡
【申請面積】

　Ｅ　　　　　㎡
【審査】

【屋外遊戯場の面積の特例を適用しない場合】
Ａ≦ＥかつＤ≦Ｅであれば、基準を満たしている。

　　Ａ　　　　㎡≦Ｅ　　　　㎡　　　是　・　否

　　Ｄ　　　　㎡≦Ｅ　　　　㎡　　　是　・　否
【屋外遊戯場の面積の特例を適用する場合】
Ａ≦Ｅであれば、基準を満たしている。

　　Ａ　　　　㎡≦Ｅ　　　　㎡　　　是　・　否
　　
	


【調理室を備えないことができる特例②を適用する場合の留意事項】


満３歳以上の子どもに対する食事を外部搬入により提供する場合は、要領第２条に掲げる要件を満たす必要があるが、そのためには「保護施設等における調理業務の委託について」（昭和62年３月９日付け社施第38号厚生省社会局長・児童家庭局長通知）及び｢保育所における調理業務の委託について｣（平成10年２月18日付け児発第86号厚生省児童家庭局長通知）を踏まえて実施することが必要であること。


　なお、満３歳以上の子どものみの教育・保育を行う施設において子どもに対する食事を外部搬入により提供する場合は、調理室の設置について求めないが、この場合においても調理機能を有する設備は備えなければならないこと。備えなければならない設備は、体調不良の場合の対応や食育等の観点から最低限、冷蔵庫や一定の加熱器具、流し等が必要となるが、その他配膳や再加熱が必要な場合には、これらのための設備が必要となる等それぞれの施設における外部搬入の具体的方法に応じた設備を備える必要があること。


満３歳以上の子どもに対する食事を外部搬入により提供する場合の要件である「食育に関する計画」は、認定こども園が独自に作成する必要があること。








　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【４　施設設備（保育所型）】

